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研究要旨 

本研究の中で、慢性疼痛患者における発達障害の関与に関する研究を行った。当院疼痛医療

センターを受診し研究参加の同意が得られた 20歳以上の慢性疼痛患者に対して、治療開始前、

治療開始後 3ヶ月、6ヶ月に発達障害に関する質問紙（自閉症スペクトラム指数、成人期の ADHD

の自己記入式症状チェックリスト）、及び痛みセンターにおける通常の診療で行っている評価

（身体所見、身体機能、痛みの程度、痛みと関連する可能性のある心理的因子を評価する質問

票（痛みの破局化思考スコア、不安とうつの調査票）、QOL調査票（EQ-5D））を実施した。実施

した質問紙等のデータは今後代表施設に提供・集積し、１）慢性疼痛患者の特徴（一般成人の

値と比較）、２）治療前後の比較（対応のある t-検定）、３）治療成績良好群と不変群の比較（ノ

ンパラメトリック検定）、４）発達障害の可能性の有無と治療成績、および関連因子（相関解析、

回帰分析）について解析する予定である。 

 

Ａ．研究目的 

集学的痛みセンターを受診する慢性疼痛患

者における発達障害の実態を明らかにする。 

 

Ｂ．研究方法 

当院疼痛医療センターを受診し研究参加の

同意が得られた 20 歳以上の慢性疼痛患者に

対して、治療開始前、治療開始後 3 ヶ月、6

ヶ月に発達障害に関する質問紙（自閉症スペ

クトラム指数、成人期の ADHDの自己記入式症

状チェックリスト）、及び痛みセンターにおけ

る通常の診療で行っている評価（身体所見、

身体機能、痛みの程度、痛みと関連する可能

性のある心理的因子を評価する質問票（痛み

の破局化思考スコア、不安とうつの調査票）、

QOL 調査票（EQ-5D））を実施する。慢性疼痛

に対する治療は、各痛みセンターで通常の治

療を行う。実施した質問紙等のデータは代表

施設に提供・集積し、１）慢性疼痛患者の特

徴（一般成人の値と比較）、２）治療前後の比

較（対応のある t-検定）、３）治療成績良好

群と不変群の比較（ノンパラメトリック検定）、

４）発達障害の可能性の有無と治療成績、お

よび関連因子（相関解析、回帰分析）につい

て解析する。 

 

 

（倫理面への配慮） 

大阪大学倫理委員会の承認（19199）を受け

て実施した。 

 

Ｃ．研究結果 

51 名の対象患者から研究参加の同意が得

られ、データの取得を行った。 

 

Ｄ．考察 

すべての取得データを現在解析中であり、

その結果について考察する予定である。 

 

Ｅ．結論 

新型コロナウイルス感染症の影響で前年度

より対象患者が少なくなったものの、対象者

からのデータの取得を完了できた。 
 
Ｆ．健康危険情報 

総括研究報告書にまとめて記載。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

1.特許取得 

なし 

2.実用新案登録 

なし 

3.その他 

なし 

 


